


「こんにちは、僕
ぼく

は清掃
せいそう

車
しゃ

です。みんなのうちから

出
で

るごみを、運
はこ

ぶことがお

仕事
し ご と

です。

そんな僕
ぼく

には、今
いま

とても

心配
しんぱい

なことがあります。そ

れはね…、集
あつ

めるごみがた

くさんあって、お腹
なか

が重
おも

く

て動
うご

きにくくなってきたこ

となんだ。

それに、僕
ぼく

がごみを運
はこ

ぶ

『埋立地
うめ た て ち

』っていうところ

がもうすぐいっぱいになり

そうなんだ。そうしたら僕
ぼく

は、どこにごみをもってい

けばいいんだろう。」

そこにあいちゃんとはや

とくんが心配
しんぱい

そうにやって

きました。

「大丈夫
だいじょうぶ

？清掃
せいそう

車
しゃ

くん」



それを見
み

ていた、りー

（Ｒｅｅ）ちゃんが、空
そら

か

らおりて来
き

てみんなに話
はな

し

かけました。

「ごみを減
へ

らせばいいん

だよ！」

「君
きみ

はだれ？」

「私
わたし

は 飾
かつしか

区
く

のごみを減
へ

らすために、遠
とお

い『ごみ

ゼロ
ぜ ろ

の国
くに

』からやって来
き

ま

した。りー（Ｒｅｅ）ちゃ

んって呼
よ

んでね。

みんなと一緒
いっしょ

にごみを減
へ

らすために大切
たいせつ

なことを考
かんが

えていくよ。」



「りー（Ｒｅｅ）ちゃん、

ごみを減
へ

らすって、どうす

ればいいの？」

はやとくんが聞
き

きました。

「一番
い ち ば ん

大切
た い せ つ

なことは、毎日
まいにち

の生活
せいかつ

でなるべくごみを出
だ

さないようにすることな

んだ。

例
たと

えば･･･みんなごはんや

おかしを食
た

べるとき、食
た

べ

残
のこ

したりしていないかな？」

「あー、この前
まえ

私
わたし

、お腹
なか

が

いっぱいなのにおかわりし

て、カレー
か れ ー

を残
のこ

しちゃった。」

「ぼくもごはんの前
まえ

にお菓
か

子
し

を食
た

べて、ごはんを残
のこ

し

ちゃったよ。」

そこでりー（Ｒｅｅ）ち

ゃんは２人
ふ た り

に教
おし

えてあげま

した。

「食
た

べ残
のこ

しはごみになっち

ゃうから、食
た

べられる分
ぶん

だ

けもらおうね。」



「それから、２人
ふ た り

ともジュ
じ ゅ

ース
ー す

などを、こぼしてしま

ったら、ティッシュペ
て ぃ っ し ゅ ぺ

ーパー
ー ぱ ー

じゃなくて、なるべ

くぞうきんやふきんを使
つか

お

うよ。」

「どうして？」

と はやとくんが聞
き

きま

した。

「ティッシュペーパー
て ぃ っ し ゅ ぺ ー ぱ ー

だと

１回
いっかい

でごみになってしまう

けど、ぞうきんのように、

洗
あら

ってくりかえし使
つか

えるも

のを使
つか

うことで、ごみが減
へ

るからだよ。」



「それから、ものを大切
たいせつ

にしよう。すぐに捨
す

てずに

『まだ使
つか

えないかな』って、

考
かんが

えてみて。最初
さいしょ

からほん

とうにいるものかなって考
かんが

えてから買
か

ったり、もらっ

たりするともっといいよ

ね。」

と りー（Ｒｅｅ）ちゃん

がいいました。

「くまのぬいぐるみも、

私
わたし

のお母
かあ

さんに頼
たの

んで直
なお

し

てもらえばいいんだね。」



「そして、どうしてもい

らなくなったものは、ごみ

とリサイクル
り さ い く る

できるものに

きちんと分
わ

けるんだ。新
あたら

し

いものに生
う

まれ変
か

わるか

ら、リサイクル
り さ い く る

できるもの

はごみにしないでね。」

と りー（Ｒｅｅ）ちゃん

が２人
ふ た り

に教
おし

えてあげると、

清掃
せいそう

車
しゃ

くんも

「リサイ
り さ い

クル
く る

できるもの

がごみと一緒
いっしょ

に混
ま

ざってい

たら、僕
ぼく

はすぐにお腹
なか

がい

っぱいになってしまって困
こま

るんだ。」

とうなずきました。



「私
わたし

、ごみを減
へ

らすように

がんばるね。」

「ぼくもがんばるよ。」

「ありがとう。みんなが少
すこ

しずつ気
き

をつけてくれれば、

ごみを減
へ

らすことができる

ね。」

と 清掃
せいそう

車
しゃ

くんはうれし

そう。

「それに、ごみを減
へ

らせば、

埋立地
うめ た て ち

も長
なが

く使
つか

えるんだ。」

と りー(Ｒｅｅ)ちゃんも

２人
ふ た り

ががんばってくれるの

でうれしそうです。

「みんなもあいちゃんと

はやとくんみたいにごみを

減
へ

らす工夫
く ふ う

をしてね。」

おしまい



この絵本は、暮らしの中のごみや 

リサイクルのことについて 

子どもたちに興味を持ってもらうために 

作成しました。 

絵本を通して、子どもたちや家族の方と一緒に、 

ご家庭の中でどのようにしたら、 

ごみを減らすことができるか、 

考えてみてください。 




